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活 動 報 告 書   

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

報告者氏名：新城 理奈   所属：沖縄県立西崎特別支援学校    記録日：２０１４年２月１４日 
 
【対象児の情報】 
○ 学 年：小学部２年 男児Ａ 
○ 障害名：重度の知的障がいを併せ有する自閉症 
○ 障害と困難の内容 
・要求手段をもたないために、大声で泣いたりつねったりして自分の思いを伝える。 
・見通しをもつことが難しいため、自発的な活動ができない環境にある。 
〈発達検査より〉 
 ・NC-プログラム 上限領域：「視覚操作」「読字」「書字」 
          下限領域：「言語理解」「言語表出」 
・新版Ｋ式発達検査 《全領域》発達年齢（ＤA）2：5 発達指数（ＤＱ）３３ 
  
・LDT-R（言語解読検査）StageⅠ-３：感覚運動的段階／目的と手段の未分化 
 
【活動目的】 
○ 当初のねらい：① A 児が iPad をコミュニケーションのツールの一つとして活用する。 
       ② Ａ児の iPad への高い関心を、学習意欲や自立的な生活へと広げ、繋げる。    

○ 実施期間：2013 年 4 月 22日～2014 年 3 月 24日 
○ 実 施 者：新城 理奈 
○ 実施者と対象児の関係：学級担任 

【活動内容と対象児の変化】 
○ 対象児の事前の状況 
・自発的な要求や発語が少なく、人との関わりも少ない。 
・要求手段をもたないために、大声で泣いたり相手をつねったりして自分の思いを伝える。 
・見通しをもつことが難しく、活動のきりかえも難しい。 
・幼稚部のころから、休み時間や活動後のごほうびタイムとして iPad 
  で遊んできた。ロック解除やタップ、ドラッグ、ピンチイン・アウト、 
好きなアプリの選択など、基本的な操作が一人でできる。 

 ・好きなアプリは「サウンド－タッチ Lite」や「動く！動物図鑑」など、 
   音のフィードバックがあり感覚的なアプリを好む。 
・ひらがな五十音を書くことに興味が出てき始めており、落書き帳や 
  「黒板」「ホワイトボード」「カンペ Lite」に書いて楽しむ。しかし、 
  独特な書体であった。 
 

○ 活動の具体的内容 
①  VOCA（Voice  Output  Communication  Aid）としての活用  

 ■ PECS（絵カード交換式コミュニケーションシステム）からのスタート 
   自発的な要求が少なく、要求手段をもたないＡ児。まず、Ａ児の要求を引き出す支援として、４月から  
  PECS（絵カード交換式コミュニケーションシステム）の手法でのコミュニケーションをスタートした。 

 

▲  Ａ児が書くひらがな（４月）  

自発的な要求から応答的な要求をめざして  
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 Ａ児が好きな「遊び」「食べ物」「場所」などを写真・絵カードにし、 
Ａ児オーダーメイドの「おはなしブック（コミュニケーションブック）」 
を作成し、提示した。支援は、自立活動の時間のみならず、Ａ児の必然 
性を大切にし、学年の先生にも協力してもらいながら、学校の教育活動 
全体の中で取り組んだ。Ａ児は１ヶ月程度でシンボルを理解し、絵カー 
ドのやり取りを通して、コミュニケーション機能を理解し始めた様子で 
あった。 
■ PECS から VOCA へ 
 A 児は保護者や教師が iPad で撮影した動画や写真を見ることが好きで、 

  ５月ごろから、iPad の画面を指さして、遊びたいものや行きたい場所を要 
  求してくることが増えた。Ａ児の自発的な要求が、おはなしブックよりも 
  iPad を活用する場面が増えてきたり、提示する教師側にとっても、絵カー 
  ドにないシンボルがすぐに増やせ、Ａ児の今を大事にできたりすることか 
  ら、「ねぇ、きいて」や「Drop Talk」のアプリを入れ、欲しいものや好き 
  な遊びを要求できるようにした。Ａ児がスムーズに活用できるように、お 
  はなしブックと同じ写真やシンボルを入れた。 
■ オリジナル「動くことば図鑑」の作成 
 Ａ児は自分の体験したことを iPad の動画で繰り返し再生して見るこ 

  とが好きだったため、Ａ児の学校での様子をカメラ機能を使って動画を 
  撮影し、プレゼンテーションアプリ「Kyenote」を使い、「動き」と「形 
  容詞（主に気持ち）」の２つのカテゴリーを設定し、一つ一つの動画に文 
  字と音声を入力し、Ａ児オリジナルの「動くことば図鑑」を作成し提示 
  した。 
 
  ②  見通しをもつための手だて  

■ 一日のスケジュールや手順表などの活用 
見通しをもち、安心して活動できるように、声や音楽などのサウンドと 

    写真や絵カードなどのビジュアルを使って、一日のスケジュールを組み立 
    てることができるスケジュールアプリ「たすくスケジュール」を活用した。 
    また、調理レシピや校外学習の日程や学習内容などを「Kyenote」で作成 
  し、家庭や児童デイサービスでも確認できるように持ち帰らせた。 
 
 ③  家庭・児童デイサービスでの活用  
                      ■ 宿題として活用 
                        Ａ児が一人でできる学習アプリを「復習」として活用し、     
                        また、司会のシナリオやスケジュールなどは、学校のみな 
                                             らず、家庭や児童デイサービスでの練習でも活用した。さ 
                                             らに、連絡帳を家庭と学校、児童デイサービスの三者が書 
                                             き込める様式にし、「iPad の活用の様子」の欄を設け、活 
                                             用の仕方や配慮した点などが常に共通理解できるように 
                       環境を整えた。 
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 ⾃自発的な要求から応答的な要求をめざして  

  ■ 余暇活動として活用 
   連絡帳を通して、A 児はホットケーキやたまご焼きなど、簡単な調理を家族と楽しんでいることがわ 
   かった。そこで、家族の方に、Ａ児が調理している様子を写真にとってもらい、教師が「Kyenote」で  
  レシピを作成。学校でも iPad を活用しながら調理する練習をし、家庭でも実践してもらった。 
 
○ 対象児の事後の変化 
 ①  VOCA としての活用を通して  
 ■ PECS の活用 
     4 月から PECS に取り組むことで、コミュニケーションの機能が理解でき、自発的な要求が増え、応答   
  的な関わりも増えた。Ａ児の好きな活動から始め、要求が伝わる経験を繰り返す中でカードに意味を見出  
   したこと、写真や絵カードの行き来を通して、コミュニケーションのやりとりが可視化できたことがＡ児 
  の「わかる」支援に繋がったと考えられる。 
  ■ iPad を VOCA として活用 

 VOCA としての活用の当初は、画面をタッチし、音声でのフィードバッ 
  クを楽しむだけであったが、教師がプロンプトすることで、すぐに使い方 
  がわかり、要求手段として活用するようになった。Ａ児の「好き」を写真 
   やシンボルとして iPad に詰め込み、「伝わる」達成感を繰り返し味わう 
  ことで、簡単な要求は「～ください」と言葉で伝えるようになってきた。 
  また、伝わりにくいことは書いて伝えることもできるようになってきた。 
   さらに、iPad にない必要な写真を自分で撮影し、教師に音声と文字入力 
  を求めるようになった。家庭でも iPad を要求の手段として活用するなど、 
  生活全般への利用が広がりつつある。絵カードによるコミュニケーション 
  は、教師が必要と思うものを作成していたが、Ａ児自ら、自分の iPad を 
  より使いやすく楽しいものにしようとする様子が見られるようになり、自 
   発的なコミュニケーションを引き出すことが可能になった。 
  ■ オリジナル「動くことば図鑑」 
     Ａ児は、自分の体験したことを、「動くことば図鑑」で繰り返し再生し確 
   認することで、「給食たべる」「スープのむ」「～おいしそう」「楽しかった？」 
   など、動詞や形容詞の語彙に広がりが見られ、場に応じた言葉が、いろいろ 
   な場面で出てくるようになってきた。 
 
②  見通しをもつための手だて  

 ■ 一日のスケジュールや手順表などの活用  
    一日のスケジュールに見通しをもつことができ、安心して活動できる 
  ようになった。特に、買い物学習では、何度も手順を確認することで、 
   自分の目的のものを購入することができた。買い物学習後も何度も自分 
   の買い物の様子の動画を繰り返し再生し、また行きたいと伝えることが 
  できた。 
 
③  家庭・児童デイサービスでの活用  

■ 宿題として活用 
4 月のころは、２択から選ぶことも難しかったが、３００あるアプリの中から、宿題を「これがいい」 
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できるようになった。また、調理レシピを見ながら家庭でも母親と一 
緒に調理する様子も見られるようになった（図７）。 

②   
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図７   iPad を見ながら  

ホットケーキを作るＡ児  

  と選び、教師に伝えることができるようになった。家庭や児童デイサービスに iPad を持ち帰らせること   
  は、当初は「ゲームアプリに熱中し、人との関わりが薄くなってしまうのでは」など、いろいろな不安が 
  あった。しかし、三者が連携し、常に連絡帳を通して情報交換することで、Ａ児にとって有効な使い方を 
  検討することができた。Ａ児は、iPad を活用しない日も出てくるようになり、自分で必要な時に、必要な  
  場面で iPad を活用するなど、自分で取捨選択している様子が見られる。 
■ 余暇活動として活用 

     家庭や児童デイサービスに iPad を持たせることで、Ａ児は、一日の 
   スケジュールや校外学習の日程・学習内容、調理レシピを校外でも必要 
   な時に事前に確認するようになり、活動に期待感をもつことができるよ 
   うになった。また、調理レシピを見ながら、家庭でも母親と一緒に調理 
   を楽しむ様子も見られるようになった。 
④  その他の効果  

   VOCA 機能の中で、アプリを選択すると「～ください」「～したい」 
  と音声が出たり、遊びの中でＡ児がその音声のフィードバックを繰り返しよく聞いたりすることで、自発   
  的な音声言語でのコミュニケーションに繋がり、独特な抑揚のために不明瞭だった言葉も明瞭になるな 
   ど、プロソディの改善にも繋がった。また、独特な書体だった文字も正しく繰り返す中で改善された。 
 
【報告者の気づきとエビデンス】 
 NC-プログラム発達記録チャートの結果より、Ａ児の言語理解・表出に成長が見られた。音声と視覚情報な
どの多感覚な iPad は、因果関係が理解しやすく、視覚優位なＡ児にとって有効な手立ての一つであることが
わかった。iPad を VOCA として活用して、Ａ児が必要なシンボルを自ら撮影して作成し、活用と繋げる場面
が増え、「伝える」手段や場面が広がった。また、Ａ児が伝える手段を獲得したことで、相手を叩く、つねる
などの行為は激減した。さらに、iPad で活動の見通しを確認できる手段を身に付けたことで、安心し、意欲
的に学習に取り組む様子も見られてきた。保護者からも、「言葉でのキャッチボールができるようになってき
た」「自分が置かれている状況と周りの状況を総合的に見ることができるようになってきている様子が、生活
のいろいろな場面で見られるようになってきた」という声があり iPad の活用を継続したいという願いがあげ
られた。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
    

【今後の見通し】  
  
今後も、Ａ児の iPad への興味関心を豊かな発想につなげ、Ａ児が自己選択・自己決定し、将来、安心できる
生活を自分で作り出せるような活用を、保護者や児童でデイサービスと連携しながら継続・発展していく。 

▲iPad を見ながら  
      ホットケーキを作るＡ児  

 
 

iPad は  

外界との  

架け橋！  


